




杉田紹 子・組本弘子 ・高原周治* ・藤田弘子
An Abridged Translation of "Munchener Funktionelle Entwicklungsdiagnostik 
2. Und 3. Lebensjahr" and Usefulness of the Method 
















































































































































































































検査年月日 1976年 1 (10) fJ 13 (43)日
誕生日 1975年 4 月 28 臼










































〔遊びの誘いに対して〕 応じる 時々拒絶 いつも拒絶
〔要求lζ対して〕 従う 時々従う 全く従わない
4. 検者と子のかかわり
{遊びの誘いに対して〕 応じる 時々拒絶 いつも矩絶
〔要求1:対して〕 従う 時々従う 全く従わない
5 検査所要時間 )分
〔子どもにとって長過ぎたか〕 いいえ 幾らか はい
6 検まま中の態度
〔子どもは自分の能力を示しているか〕










































































諜 凶 用具 評価法
I 悩木のうち合わせI4コの紛水
2.ピンセット鐙り |小さい物













































































































































































26.ハサミでl));る |子供用ハサミ，紙 I0 
27.衣服のスナップを |スナップついた布 I0 
はめる 1 1 
28.机上でソーセージ|ねん土球2コ I 0 
形をつくる 1 
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× 1mと積水をおき箱の①上②下③償④後IC積 I4 r，n中211Jl
木をおくように指示する










課 用具 者干価法題 例示の有・熊 試行法・呈示法







5.親しい人を呼ぶ | な し M 







10.家事をまねる | な し M 
11.おもちゃ片付けを|いろんなおもちゃ
手伝う I M 
12.家事を手伝う | な し M 
13.鬼どっ乙をよろζ! な し M 
ヰ〈
14.人形の世話をする| な し M 
15.友だちだけで短時| な し M 
!日l遊べる

























































































































机上でソーセージ h28. ~~-;- ~ : "7.... ， b 
・1彰をつくる V 
感覚運f自動発動達(手速 ) 25~彰 ω9杉 75~杉 90~杉 29.手本をみて円を書く
1.積木のうちあわせ 7.5 8.5 9 9. 5 表9
2.ピンセ y 卜健り b 7 7.8 9 12 感覚運動発解達(認知理 ) 25% 50% 75% 90必
3鮒子握り b 9 9白5 10.5 12 l ひ手も前つきのおぱもちゃを 1(.ひっる 9 10.5 1 2 
4自動車部j後lζ仰す r-.11.3 -14 2箱のなかにボタンを-いれる 1 11. 5 -13 
5. 2コの円筒を亘ねる -16 3まねて書きちらす、i'J乙うとする 10.4 -14 
6. 2コの積木を積む 11. 6 12.7 14.8 17 4隠された車をさがす -15 
?なぐり書き 12.4 13.8 16 18 5さし乙み板iζ木鎚を-さし乙む -15 
8. 3コの積木を積むb 13.3 15 16 18 6大きい円筒Iζ小を入-れる -15 
9.絵本の頁をめくる 12 13. 3 15.5 19 7.円形の小箱をしめる -15 -17 
10.2つの輸をはめ乙む 13 -19 8中位の円筒lζ小を入れる -18 
11.直線をかく 14 16 18 20 9はめ板』ζ円をはめ乙-む -18 
12.ひもに珠玉をはめる -21 10.3コの円筒から lつ-の物をみつける -21 
13.5コの積木を積むb 15 17 18 22 15小の円板をはめ乙 -21 
14.らせん状の線をかく 17 19 21 24 12.，~コの円筒を重ね入.れる -24 
15.容器のふたをあける -24 13 はめ仮に3つの形を-はめる -24 
163も時玉を次々通 -24 14.まねて紙を折る -24 -25 -27 
17それぞれのま口コ
-の積木をつむ 13 15 18 25 15.課題箱 -30 
18 箱の中にマ ッチ俸を
-おく ト 20 -25 16.積木をー列に並べる 24 26 28 33 
19おまもちゃのノ、ン ドJレ
-をわす -21 -27 
17 大中小を順序よく並
-べる 23 26 29 33 
20.容器のふたをはずす -25 -31 18.3つの絵をつけたす 22 27 31 33 
21. 7コの積木を積むb 23 25 29 32 19.1つの色を順Kつけ-たす 23 26 29 34 
22.容器のふたをしめる 1-23 -33 20.まるねて積木で橋を作 26 28 30 35 
23垂直線または水平線
.をかく 23 29 32 35 
21まねて積木で正方形
.を作る 27 29 32 37 
24.8コの積木を積むb 24 27 31 36 
25.9コの積水を積むb 26 30 32 >36 
26.ハサミ で2回切る 30 35 >36 
27衣服のスナップをは








































































2去を止をf理解する M 8.8 9.3 10 11 
759杉 90% 3簡単な要求』ζ従う 9. 6 10.6 11. 2 13 
9. 7 12 4. 1苧3ーH-の絵のうち2枚をし示す 14 18 20 
12 14 尋分ね街られて身体の部5・ をし示す(1つ) 13.8 15 18 20 
-14.5 6.臼分の名IC反応する 一 -21 
13.3 15 7. ~ 枚mの絵のうち4枚を し示す -19 -22 
17 19 8動指示された2つの行flM解 17 -19 21 23 
18 21 尋体ねられて3つの身す9 の部分を指 し示 ー -24 
18 22 10122の絵のうち8枚-を しく指し示す -26 
18 22 11.大小がわかる -21 -29 
20 23 12.4前置詞がわかる 24 27 30 34 
22 25 “飛ぶのは?"を理13・解 -27 -37 
-26 ‘・・・で何をするか"14 ・を態解 -29 -36 
22 27 
a・ーの時どうします
15 ・か "を理解 26 30 34 37 
24 28 16 . 3 本咋I~・長を理解 31 33 37 40 
24 29 表12.
-24 一 社{対会人性綾発触注) 259ぢ 50% 75% 90% 
-29 l 人見知り 7 8.5 
-27 -29 2泊予まなどの身振りM川をねる 8 -9 10 11. 5 
28 31 3 求続めしいる人IC媛触をM 9. 5 -12 
-34 4.要求を矩絶できるM . ー -15 
32 36 5 観しい人を呼ぶ M -18 
32 36 6身振りで要求表現M 12 13.5 15 18 
-36 7検者あるいは母とMボーノレで遊ぶ 12 13.5 16 20 
35 37 8 ぬいぐるみを愛織M 11. 7 14 16 19 
43 46 9 主人におもちゃをMぷす 13.6 15 18 20 
10.家事をまねる M 13.5 16 18 21 
1I おもちゃを片付けM
-るとき手伝う 15 16 19 21 




-んでする 20 22 26 32 
14.人形の世話をするM 24 25 28 33 
15友だちだりで短時M
'rB1遊べる 23 25 29 35 
16.自分を私と言う 26 28 31 34 
17.自分の性を言う 26 28 31 35 
18.)1凶番を守って遊ぶ 22 28 33 36 
表 13.
社(会自性fr.発性達) 25% 509杉 75% 909ぢ
lさじを口KもってM
いく -12 
2.着脱時協力する M -14 
3臼分でコッフ。を持M
つてのむ 9.5 10.5 13.1 15 
4 さじでぼ食すべる
(乙) M -18 
日 ソックス、靴、相M
子を脱く、 13.5 15 18 21 
6さじで自ら食べるM 14 16 18 22 
7自分で手を洗ってM
-ふく 19 22 23 25 
8 ノfンツ，ズボンをM
脱ぐ -27 
9.さじで食べ終えるM 21 23 26 30 
10・をコー脱トぐ，ジャケッ トM 24 26 33 
11. ~簡単な)衣類を身
'11:つける 21 26 31 34 
12適切にトイレを要求
-する 26 29 31 37 
13たいてい夜尿はしな -29 -39 






























































症例l F • F 
名 女
所属 検査者 杉田
開始 時 分 終了 時 分
検査日 62年 8月 4 日 日
生年月日 61年 7月 1日 日
慨n&引き 精密差し引き
l年 1月 3 日 398 日
生活年齢 年 月 換算 13 月|
領域別 得点 発達年齢 発達指数
姿勢・運動 54 377 95 P-M 
認知 ・適応 79 335 84 C-A 
言語・4士会 33 398 100 L-S 
三領成合計 (P+M)+(C-A)+(L-S) 

























子ともの名前 K • F 
検査者の名前杉田穏子
検査臼 修正 粗大運動 微細運動

















生年月日 61.7. 1 
言語 社会性
表現 理解 対人 自立
弘5チ， 勿~

































開始 時 分 終了 時 分
検査日 62年 8月 25日 日
生年月日 61年 3月 13日 日
概算差引き 精密差し引き
l年 5月 12日 527 日
生活年齢 年 5 月 換算 17 月
領域別 得点 発達年齢 発達指数
姿勢・運動 64 480(16) 94 P-M 
認知・適応 104 418(16) 82 C-A 
言語・社会 39 474(16) 94 L-S 
三領域合計 (P+M) +(C-A) +(L-S) 
全領威 207 441 (15) 88 
図4. 症例3.Down症児若手4才6ヶ月
子ともの名前 K • K 生年月日 58.4.2
検査者の名前杉田
検査日 修正 粗大運動 微細運動 言語 社会性


























生年月日 61.3. 13 
検査日 修正 粗大運動 微細運動 言語 社会性






























































































I : 3 れればよい l 
1 : 3- 具体的な物と対応、した語の
I : 6 
話 実 3語
数を調べる(聴取可)
I : 6- 身体各部 目、鼻、 口、耳のうち 3つ




1 9- 絵の名称 6枚中3枚の絵の名称をい
2 : 0 3/6 う(幼児認で可)
2・0- 2数復唱 2数を復唱する





2 : 6 3/3 5/6 
絵の名称E 6枚中5枚の絵の名称を言
5/6 う(幼児語は不可)
2 : 6- 3数彼日目 3数を復唱する


























員¥寸TH K K D A K式での項目T E F N A 
言語表現
1.複す音る節を発声 十 十 十 十十
2:最る初幼児の意語味あ + 十 + 十十
3物音や声をま 十 十 十 十ねる
ノfノfあるいは + + 十 + 十4.77 
5意味ある音声 + 十 十 指さし行動十‘ 表現で要求示す





11. ~2枚の絵のう 絵の名称 I3/6 -ち8て況答える
言語理解
l要求された物 十十 十十 十-人を傑す
2禁止を鹿解す 十十 十十 十 メンメをf盟解十ι る





7. 1枚の絵の4 一 絵指示4/6-。枚を示す
8指示された2つの行動fl!解














































対し，反応がみられなかった。以上の ζとから乙の症 また身辺自立を評価する ζとは，本人の生活像をとらえ
例が言葉の広がりを見せるにはまだまだ時間がかかると る上においても有効である。




子どもの名所jT . F 生年月日 56.10.31
検査者の名前杉田ね子
検査日 修正 f!l大運動 微細運動 言 語 社会性



























子どもの名前 A . S 生年月口 57.7.3
検究者の名前杉田 tl子
検査日 修正 f!l大運動 微細運動 言 語 社会性
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箱の上 (aufdieDose)，箱の下 (unlerd ie Dose)， 
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It is getting earlier and earlier when babies are diagnosed as rnental retardation. Soon after diagnosed on， they should 
be watched closely and shaped up to their habilitation. For the purpose， we have reached for suitable method of develop-
rnental assessment on mentally handicapped children. We like to recomm巴nd"Munchener funktionelle Entwicklungs-
diagnostik 2 und 3 Lebensjahr， experirnental Fasung 1977， Handanweisung" as one of the most eniment rnethod， which 
we make here an abridged translation of. 
In the present sutdy 8 children with Down's Syndrome (aged 61 -96 mo) and 20 non-handicapped children (aged 
12 -36 rno) are examined using of the method. We judged it useful app1y to handicapped children bascd on folowing 
reasons. 
(1) It is easy to find what deficits they have because the method is divided into various categories adequately， such as 
gross motor， hand motor， perception， language expression， language comprehension， contact attitude， independency 
Oife practic泡).
(2) Each category has enough items arranged smal steps. 
(3) The method lays stress on an ability of life practice. 
(20) 
